
  
 

一

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正

す
る
。 

第
十
三
条
の
改
正
規
定
の
う
ち
第
三
項
第
一
号
中
「
、
そ
の
他
犯
罪
の
性
質
に
照
ら
し
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
罪
の
犯
罪
行

為
に
よ
り
受
け
た
被
害
の
回
復
に
関
し
、
犯
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
そ
の
他
の
請
求
権
の
行
使
が
困
難
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
と
き
」
を
削
り
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

四 

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
罪
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
受
け
た
被
害
の
回
復
に
関
し
、
犯
人
に

対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
そ
の
他
の
請
求
権
の
行
使
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。 

第
十
八
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
次
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。 

第
二
十
五
条
中
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「
、
第
三
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
没
収
の
裁
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

に
お
け
る
同
条
に
規
定
す
る
手
続
」
を
加
え
る
。 

第
三
十
八
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。 

（
滞
納
処
分
に
係
る
財
産
の
没
収
の
制
限
） 



 

二

第
三
十
八
条
の
二 

没
収
保
全
が
さ
れ
る
前
に
滞
納
処
分
（
国
税
徴
収
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
に
よ
る
滞

納
処
分
及
び
そ
の
例
に
よ
る
滞
納
処
分
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
る
差
押
え
が
さ
れ
て
い
る
財
産
に
つ
い
て
は
、
没
収

の
裁
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
財
産
が
犯
罪
被
害
財
産
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
第
十
三
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
当
該
財
産
を
没
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
滞
納
処
分
の
停
止
） 

第
三
十
八
条
の
三 

裁
判
所
は
、
滞
納
処
分
に
よ
る
差
押
え
が
さ
れ
て
い
る
財
産
に
つ
い
て
没
収
保
全
命
令
を
発
し
た
場
合
又

は
発
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
前
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
事
由
が
あ
る
と
思
料
す
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
、
又
は
職
権
で
、
決
定
を
も
っ
て
、
滞
納
処
分
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で

き
る
。 

２ 

検
察
官
が
前
項
の
決
定
の
裁
判
書
の
謄
本
を
滞
納
処
分
に
よ
る
差
押
え
を
し
た
徴
収
職
員
等
（
徴
収
職
員
、
徴
税
吏
員
そ

の
他
滞
納
処
分
を
執
行
す
る
権
限
を
有
す
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
提
出
し
た
と
き
は
、
徴
収
職

員
等
は
、
滞
納
処
分
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

裁
判
所
は
、
没
収
保
全
が
効
力
を
失
っ
た
と
き
、
代
替
金
が
納
付
さ
れ
た
と
き
、
第
一
項
の
理
由
が
な
く
な
っ
た
と
き
、



  
 

三

又
は
滞
納
処
分
の
停
止
の
期
間
が
不
当
に
長
く
な
っ
た
と
き
は
、
検
察
官
若
し
く
は
徴
収
職
員
等
の
請
求
に
よ
り
、
又
は
職

権
で
、
決
定
を
も
っ
て
、
同
項
の
決
定
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
は
、
こ
の
場
合
に

準
用
す
る
。 

第
四
十
条
第
一
項
中
「
（
国
税
徴
収
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
に
よ
る
滞
納
処
分
及
び
そ
の
例
に
よ
る
滞

納
処
分
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
没
収
保
全
が
さ
れ
る
前
に
当
該
保
全
に
係
る
財
産
に
対
し
滞

納
処
分
に
よ
る
差
押
え
が
さ
れ
て
い
た
場
合
又
は
」
を
削
り
、
「
若
し
く
は
没
収
保
全
」
を
「
又
は
没
収
保
全
」
に
改
め
る
。 

第
四
十
三
条
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。 

第
五
十
二
条
第
一
項
中
「
こ
と
を
含
む
」
を
「
こ
と
を
、
第
三
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
関
し
て
は
同
項

に
規
定
す
る
理
由
が
な
い
こ
と
を
含
む
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
二
条
中
「
第
十
三
条
第
三
項
第
一
号
」
の
下
に
「
及
び
第
四
号
」
を
加
え
る
。 


